
地元で就職したい求職者と地元企業との積極的な出会いを創出する
「ジョブサポートたてやま」を開催

＜館山市コメント＞
企業については，ただ応募者を待っているだけでは

なく，一度に多くの求職者に対し直接自社ＰＲが出来
たことで，とても有意義な場となったようです。
また，求職者も一度に複数の企業の情報を得ること

が出来，単に雇用条件だけではなく，企業理念や職場
の雰囲気まで知ることができ，好評だったようです。
参加企業の開拓，参加者への呼びかけに関しては，
自治体独自での展開には限界があり，イベントとして
ある程度の規模を確保するためには，企業，求職者と
の接触のあるハローワークさんとの連携が必要不可欠
であると思いました。

＜ハローワークのコメント＞
求人票等ではわからない、企業の「生の声」を聞く

ことにより、より正確な企業情報を求職者が把握でき
たと感じました。このような「出会いの場」を提供で
きれば、ミスマッチも減少していくと思われます。

国と地方自治体の連携による雇用対策好事例

【課題･目的】

≪照会先≫千葉労働局職業安定部職業安定課･･･（ＴＥＬ：043-221-4081）(http://chiba-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/)

【千葉県館山市】 【千葉労働局ハローワーク館山】

【実施概要】

【役割分担】

これまでの経歴にとらわれず、希望職種を広げてもらい、興味
ある企業を見つけてもらうための「出会いの場」を提供する。

第１回 参加企業数７社 参加求職者数３６名 紹介数１８件 採用数４件
第２回 参加企業数８社 参加求職者数３４名 紹介数 １件 採用数０件
第３回 参加企業数２社 参加求職者数 ７名 紹介数 １件 採用数０件

（第３回目については、規模を縮小して実施）

【ハローワーク】
◆参加企業誘致の協力
◆参加企業の求人受理
◆求職者への参加呼びかけ
◆当日の職業相談

【効果】

参加企業が事業内容や求める人材等をスクリーンを用いて説明
（１企業５分程度）、その後、求職者との個人面談（説明）を
１人１０分程度行う。

【館山市】
◆事業全体の企画運営
◆参加企業誘致
◆広報及び求職者参加受付
◆当日の進行、運営
◆実施後の結果検証


